
（２）自主財源・依存財源別比較 

  収入済額に占める自主財源の構成比は４１．８％、依存財源の構成比は５８．２％

となっており、前年度に比べて自主財源の構成比が７．３ポイント増加している。 

 

自主財源・依存財源比較表

収入済額 収入済額 増減額 増減率

Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

自主財源 213,208,603,024 41.8 198,645,004,329 38.8 14,563,598,695 7.3

県税 90,688,124,679 17.8 92,807,252,170 18.1 △ 2,119,127,491 △ 2.3

地方消費税清算金 15,996,306,941 3.1 16,025,421,110 3.1 △ 29,114,169 △ 0.2

分担金および負担金 3,357,643,273 0.7 4,226,253,921 0.8 △ 868,610,648 △ 20.6

使用料および手数料 3,789,877,178 0.7 5,693,220,595 1.1 △ 1,903,343,417 △ 33.4

財産収入 907,268,603 0.2 928,258,722 0.2 △ 20,990,119 △ 2.3

寄附金 39,530,381 0.0 244,951,793 0.0 △ 205,421,412 △ 83.9

繰入金 20,362,364,306 4.0 18,513,478,028 3.6 1,848,886,278 10.0

繰越金 5,628,121,208 1.1 4,130,191,184 0.8 1,497,930,024 36.3

諸収入 72,439,366,455 14.2 56,075,976,806 11.0 16,363,389,649 29.2

依存財源 297,401,210,314 58.2 313,129,529,628 61.2 △ 15,728,319,314 △ 5.0

地方譲与税 11,651,389,027 2.3 6,422,696,354 1.3 5,228,692,673 81.4

地方特例交付金 1,138,051,000 0.2 1,112,204,000 0.2 25,847,000 2.3

地方交付税 123,397,890,000 24.2 109,003,757,000 21.3 14,394,133,000 13.2

交通安全対策特別交付金 293,608,000 0.1 316,061,000 0.1 △ 22,453,000 △ 7.1

国庫支出金 71,492,272,287 14.0 105,627,811,274 20.6 △ 34,135,538,987 △ 32.3

県債 89,428,000,000 17.5 90,647,000,000 17.7 △ 1,219,000,000 △ 1.3

510,609,813,338 100.0 511,774,533,957 100.0 △ 1,164,720,619 △ 0.2

　（注）構成比については、各項目毎に四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。
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 ① 自主財源について 

   自主財源の収入済額は２，１３２億８６０万円で、前年度に比べて１４５億    

６，３６０万円（７．３％）増加している。 

   これは、県税が２１億１，９１３万円、使用料および手数料が１９億３３４万

円減少した半面、公営企業会計の電気事業会計清算金を引き継いだことなどによ

り、諸収入が１６３億６，３３９万円増加したことによるものである。 
  

② 依存財源について 

   依存財源の収入済額は２，９７４億１２１万円で、前年度に比べて１５７億  

２，８３２万円（△５．０％）減少している。 

   これは、普通交付税の増により、地方交付税が１４３億９，４１３万円増加し

た半面、地域活性化・公共投資臨時交付金や経済危機対策臨時交付金などの減に

より、国庫支出金が３４１億３，５５４万円減少したことによるものである。 


